






【要約】

1983 年から 1995 年にいたる 13 年間の、全国小児科入局者数の年度別変動を調査した。

全体としてみると年度毎の入局者数は前半の 7 年間に比べ、後半 6 年間では 10%減少して

いた。特に男性の入局者が著明に減少し、前半に比べ 13%の減少であった。これに対し女

性の年度毎の入局者数はむしろ増加し、前半 7 年間に比し後半 6 年間では 20%増加してい

た。特に最近の 3年間の女性入局者数の増加が著しく、これが全体としての減少傾向を弱

める効果となっている。この結果、小児科入局者に中の女性の占める割合は、調査対象の

13 年間の初めの 3 年間と最後の 3 年間とを比べるとほぼ倍増している。国公私立大学別

にみると、全体としての入局者数に大きな年度別変動はないが、これは男性の入局者減を

女性の入局者増で補っている結果である。これに対して私立大学では男性の入局者減が著

明で、しかも女性の入局者増がそれほどでないので、全体としての入局者減が著しかった。


